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『
水
経
注
』
引
用
の
『
貌
土
地
記
』
司
漢
書
』
巻
二
八
下
地
理
志
下
町
朔
方
郡
朔
方
県
の
条
に
、
金
連
盟
滞
背
盟
様
、
皆
在
南
。
と
あ
っ
て
、
海
池
的
存
在
を
指
摘
す
る
も
の
の
、
こ
の
地
に
塩
{
目
を
置
い
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
。
し
か
し
主
先
謙
『
波
書
補
注
』
が
引
く
よ
う
に
、
北
貌
・
脇
道
元
『
水
経
注
』
巻
三
河
水
の
朔
方
県
故
城
町
注
の
所
に
は
、
又
按
『
貌
土
地
記
』
目
、
豚
有
大
盤
池
。
其
臨
大
而
青
白
、
名
目
背
盤
、
又
名
戎
盤
、
入
薬
分
。
漢
置
典
盤
官
。
池
去
平
城
宮
千
二
百
虫
、
在
新
泰
之
中
。
と
あ
っ
て
、
脇
道
元
が
見
た
『
銚
土
地
記
』
で
は
、
渓
代
こ
の
地
に
「
典
塩
官
し
が
置
か
れ
て
い
た
と
云
う
。
そ
し
て
楊
守
敬
・
熊
会
貞
『
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
』
で
楊
守
敬
は
『
元
和
郡
県
図
士
山
』
巻
四
関
内
道
凹
、
夏
州
長
沢
県
の
条
に
、
に
つ
い
て山
田
勝
芳
胡
洛
盤
池
、
在
燃
北
五
百
里
、
周
囲
三
十
里
。
亦
謂
之
濁
梁
池
、
野
相
近
也
。
渓
有
腹
官
。
と
あ
る
の
を
引
き
、
『
貌
土
地
記
』
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
『
貌
土
地
記
』
町
文
の
初
め
の
方
と
『
元
和
郡
県
図
士
山
』
巻
四
夏
州
朔
方
県
内
条
の
、
城
西
南
有
二
盟
叫
大
而
青
白
、
青
者
名
目
青
盟
、
一
名
戎
盟
、
入
薬
分
也
。
と
が
一
致
し
、
い
ず
れ
も
『
水
経
注
』
引
用
の
『
銚
土
地
記
』
に
基
づ
い
た
記
述
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
こ
の
朔
方
的
地
に
漢
代
塩
官
の
存
在
を
伝
え
る
の
は
こ
の
『
貌
土
地
記
』
の
み
と
な
る
。
従
っ
て
、
漢
代
、
こ
の
地
に
塩
官
が
設
置
さ
れ
た
か
否
か
を
考
察
す
る
た
め
に
は
『
貌
土
地
記
』
の
史
料
的
性
格
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
脇
道
元
は
『
水
絵
注
』
で
六
五
条
ほ
ど
『
貌
土
地
記
』
を
引
用
し
て
お
り
、
森
鹿
三
氏
は
に
述
べ
る
。
「
水
経
注
に
引
用
せ
る
史
籍
」
で
次
の
よ
う
回)
(
地
理
類
は
)
も
っ
と
も
多
〈
、
『
水
経
注
』
全
引
書
極
数
の
二
割
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
榔
道
元
町
つ
ね
に
好
ん
で
引
用
す
る
町
は
『
山
海
経
』
な
ら
び
に
そ
の
郭
瑛
の
注
、
剛
姻
の
『
十
三
州
志
』
、
『
貌
土
地
記
』
で
あ
る
。
『
銚
土
地
記
』
は
『
附
書
』
経
籍
志
に
み
え
る
『
大
貌
諸
州
記
』
-
一
一
巻
と
同
一
舎
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
記
載
の
範
囲
は
北
貌
の
領
域
す
な
わ
ち
い
ま
の
内
蒙
・
華
北
で
あ
る
が
、
巻
数
か
ら
考
え
て
相
当
詳
密
な
も
の
で
あ
り
、
郎
氏
の
『
水
経
注
』
撰
述
に
あ
た
っ
て
重
要
な
参
考
文
献
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
山て日
即
ち
『
貌
土
地
記
』
-
『
大
貌
諸
州
記
』
と
し
て
、
『
水
経
注
』
執
筆
d
の
際
の
重
要
資
料
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
た
だ
森
鹿
三
等
訳
断
『
格
陽
伽
藍
記
水
経
注
(
抄
)
』
(
一
九
七
四
年
、
二
O
四
頁
)
で
酎
は
「
『
貌
土
地
記
』
『
陪
書
』
経
籍
志
に
み
え
る
『
大
貌
諸
州
記
』
ー
か
己
と
述
べ
て
お
り
、
や
や
卜
l
ン
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
応
一
九
三
六
年
に
鄭
徳
坤
氏
は
、
『
太
平
御
覧
』
の
引
書
目
に
『
大
貌
諸
け
州
記
』
と
『
後
貌
興
国
土
地
記
』
が
あ
り
、
こ
の
『
貌
土
地
記
』
は
挫
後
者
向
省
文
か
も
し
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
断
定
を
避
け
た
研
究
を
訟
州
(
2
)
山
叩
発
表
し
て
い
る
。
ま
た
最
近
の
陳
橋
駅
『
水
経
注
研
究
二
集
』
(
一
九
八
七
年
、
四
一
八
頁
)
は
『
貌
土
地
記
』
は
『
大
貌
諸
州
記
』
で
あ
る
と
し
て
何
ら
の
疑
問
も
示
し
て
い
な
い
。
要
す
る
に
若
干
の
疑
問
を
持
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ち
な
が
ら
も
『
貌
土
地
記
』
l
『
大
貌
諸
州
記
』
説
は
現
在
に
至
る
ま
で
有
力
な
の
で
あ
る
。
こ
の
説
は
清
・
王
談
『
漢
唐
地
理
書
紗
』
が
『
大
貌
諸
州
記
』
の
標
題
の
下
に
『
貌
土
地
記
』
『
後
貌
閉
山
ハ
図
風
土
記
』
な
ど
の
供
文
を
集
め
た
考
え
方
に
湖
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
『
水
経
注
』
巻
一
四
泊
河
注
引
『
説
土
地
記
』
の
城
西
三
十
里
、
有
泌
河
。
と
同
じ
文
を
、
宋
・
楽
史
『
太
平
安
字
記
』
巻
六
九
河
北
道
幽
州
路
県
の
条
で
は
、
『
後
貌
諸
州
記
』
云
、
城
西
三
十
呈
、
有
泌
河
。
源
出
北
山
、
南
流
。
謂
此
水
也
。
と
し
て
引
用
し
て
お
り
、
「
南
流
」
ま
で
が
『
後
貌
諸
州
記
』
1
『大
貌
諸
州
記
』
の
文
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
楽
史
は
『
水
経
注
』
引
用
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
残
っ
て
い
た
『
大
貌
諸
州
記
』
の
こ
の
条
か
ら
引
い
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
『
水
経
注
』
引
用
の
『
貌
土
地
記
』
は
『
大
貌
諸
州
記
』
で
あ
る
と
い
う
説
の
根
拠
は
確
か
で
あ
る
か
に
み
え
る
。
と
は
い
え
、
『
大
貌
諸
州
記
』
↓
『
貌
土
地
記
』
と
い
う
名
称
の
簡
略
化
は
あ
ま
り
自
然
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
せ
い
ぜ
い
『
貌
諸
州
記
』
で
よ
い
筈
な
の
に
、
寸
諸
州
」
を
「
土
地
」
に
改
め
る
理
由
が
不
(
3
)
 
明
で
あ
る
。
郎
道
一
克
は
森
鹿
三
氏
の
「
脇
道
元
略
伝
」
に
よ
れ
ば
北
貌
末
の
混
乱
の
中
、
孝
昌
三
年
(
五
二
七
)
一
O
月
に
五
九
歳
で
死
亡
し
て
お
り
、
た
と
え
早
め
に
み
て
三
九
八
年
の
平
城
定
都
の
頃
に
日
山
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
っ
て
も
そ
れ
ほ
ど
時
間
的
に
大
き
く
隔
た
つ
1
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
ま
し
て
引
用
の
多
さ
か
ら
み
て
も
『
貌
土
地
記
』
を
座
右
の
替
の
一
つ
と
し
て
い
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
書
名
を
大
き
く
取
り
速
、
え
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
事
実
、
『
水
経
注
』
で
は
『
貌
土
地
記
』
以
外
で
は
若
干
『
貌
氏
土
地
記
』
『
土
地
記
』
と
し
て
引
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
勺
諸
州
」
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
『
貌
土
地
記
』
1
『
大
貌
諸
州
記
』
説
に
は
簡
単
に
は
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
ーャ
こ
れ
に
対
し
て
朱
祖
延
氏
は
『
北
貌
侠
書
考
』
(
一
九
八
五
年
)
の
史
部
・
地
理
類
で
、
『
漢
唐
地
理
書
紗
』
が
『
大
訓
刑
務
州
記
』
と
し
て
集
め
た
も
の
に
更
に
若
干
を
加
え
、
そ
れ
ら
を
大
き
く
『
大
貌
諸
州
記
』
と
『
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
の
二
種
に
分
け
、
司
貌
土
地
記
』
は
後
者
の
省
称
で
あ
る
と
し
た
。
そ
し
て
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
の
撰
者
は
未
詳
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
『
漢
唐
地
理
番
紗
』
が
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
の
侠
文
の
後
に
陸
恭
之
『
風
土
記
』
の
侠
文
を
置
い
た
の
は
、
前
者
の
作
者
を
陸
恭
之
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
実
際
、
朱
氏
は
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
の
侠
文
中
に
陸
恭
之
『
風
土
記
』
も
入
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
朱
氏
は
『
銚
土
地
記
』
は
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
で
あ
り
、
そ
の
撰
者
は
陸
恭
之
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
な
お
朱
氏
は
同
書
で
、
『
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
の
す
ぐ
後
に
李
義
徽
『
削
拠
地
図
』
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
」
の
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
よ
う
に
『
貌
土
地
記
』
を
め
ぐ
る
書
誌
的
問
題
は
か
な
り
錯
綜
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
侠
文
と
し
て
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
ず
経
籍
志
な
ど
の
著
録
の
状
況
、
及
び
各
書
籍
中
で
引
用
さ
れ
た
も
の
の
名
称
な
ど
を
確
認
す
る
作
業
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
唐
初
年
の
実
在
書
目
に
基
づ
く
『
附
書
』
経
籍
志
で
は
巻
三
三
経
籍
志
二
、
史
・
地
理
に
、
『
大
貌
諸
州
記
』
だ
け
は
『
大
貌
諸
州
記
』
一
一
十
一
巻
。
と
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
『
貌
土
地
記
』
な
ど
は
見
え
な
い
。
『
大
貌
諸
州
記
』
に
つ
い
て
も
撰
者
を
記
し
て
い
な
い
が
、
後
に
あ
る
『
附
区
宇
図
志
』
一
二
九
巻
、
『
附
諸
都
土
俗
物
産
』
一
五
一
巻
な
ど
、
附
の
も
の
で
も
撰
者
を
記
さ
な
い
も
の
が
あ
り
、
必
ず
し
も
撰
者
が
不
明
な
の
で
は
な
く
て
勅
撲
や
官
庁
編
纂
の
も
の
な
ど
多
数
の
編
纂
者
が
い
る
場
合
、
『
附
書
』
経
籍
志
で
は
撰
者
を
記
録
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
『
大
貌
諸
州
記
』
も
同
様
の
編
纂
事
情
が
あ
っ
た
の
で
は
主
か
ろ
う
か
。
次
に
開
元
年
聞
の
目
録
に
基
づ
く
『
旧
唐
古
百
』
経
絡
志
で
は
巻
四
六
経
籍
志
上
、
史
・
地
理
に
、
『
貌
諸
州
記
』
二
十
巻
。
と
あ
り
、
ま
た
唐
代
の
目
録
に
基
づ
き
、
宋
代
実
存
の
も
の
も
含
め
『
新
唐
書
』
義
文
志
で
は
巻
五
八
義
文
志
二
、
史
・
地
理
類
に
、
『
後
貌
諸
州
記
』
二
十
巻
。
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
『
貌
諸
州
記
』
は
若
干
名
称
と
巻
数
に
速
い
は
あ
る
も
の
の
同
じ
書
物
で
あ
る
。
北
貌
時
代
は
自
ら
の
王
朝
を
「
大
代
」
「
大
貌
」
と
称
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
書
物
の
編
纂
時
の
正
式
名
称
は
『
惰
書
』
の
伝
え
る
『
大
貌
諸
州
記
』
で
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
後
に
他
的
貌
王
朝
と
区
別
す
る
た
め
に
も
『
後
貌
諸
州
記
』
)
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
目
録
的
著
録
状
況
を
考
凹
慮
に
容
れ
て
各
書
籍
中
町
引
用
状
況
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
凶
ま
ず
唐
・
徐
陣
中
等
撰
『
初
学
記
』
。
こ
れ
は
玄
宗
代
的
勅
撰
の
類
書
ぺ
で
あ
り
、
こ
れ
以
前
の
類
書
を
も
参
考
に
し
資
料
を
そ
の
ま
ま
引
用
問
し
た
所
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
叙
事
・
事
対
・
詩
文
と
い
う
独
自
の
」
体
例
を
も
ち
、
有
名
な
『
晋
故
事
』
の
侠
文
(
巻
二
七
絹
)
の
よ
う
戸
】闘
に
他
に
見
ら
れ
な
い
資
料
を
含
ん
で
お
り
、
玄
宗
代
に
存
在
し
た
書
船
籍
、
か
ら
直
接
材
料
を
得
た
所
も
か
な
り
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
]
の
『
初
学
記
』
で
は
、
『
大
鋭
諸
州
記
』
が
巻
二
五
に
一
ヵ
所
、
巻
恥
一
ニ
O
に
ニ
ヵ
所
、
『
後
貌
興
図
風
土
記
』
が
巻
八
に
五
ヵ
所
、
『
貌
氏
バ
土
地
記
』
が
巻
八
に
一
ヵ
所
、
『
土
地
記
』
が
巻
八
に
一
ヵ
所
あ
が
r
位
『
土
地
記
』
は
『
貌
氏
土
地
記
』
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
、
車水r
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従
っ
て
『
初
学
記
』
で
は
『
大
貌
諸
州
記
』
と
『
後
貌
輿
図
風
土
記
』
及
び
『
貌
氏
土
地
記
』
が
別
な
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
開
元
年
間
も
『
大
貌
諸
州
記
』
の
完
本
が
存
在
し
た
以
上
、
『
初
学
記
』
が
『
大
鋭
諸
州
記
』
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
を
混
同
す
る
可
能
性
は
少
な
い
。
『
後
貌
輿
図
風
土
記
』
と
『
貌
氏
土
地
記
』
を
『
大
貌
諮
州
記
』
と
全
く
同
じ
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
二
書
の
成
立
が
『
大
貌
諸
州
記
』
の
前
に
位
置
し
、
そ
の
た
め
二
番
町
文
が
町
大
貌
諸
州
記
』
中
に
引
用
さ
れ
る
こ
と
も
中
図
的
地
理
番
町
常
と
し
て
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
場
合
は
『
初
学
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
の
二
番
は
『
大
貌
諸
州
記
』
中
の
引
用
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
『
大
貌
諸
州
記
』
と
『
後
貌
輿
図
風
土
記
』
『
貌
氏
土
地
記
』
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
ま
た
巻
八
引
用
的
『
貌
氏
土
地
記
』
は
『
水
経
注
』
巻
一
四
大
迩
水
引
用
の
『
鋭
土
地
記
』
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
『
初
学
記
』
引
用
の
『
説
氏
土
地
記
』
が
『
水
経
注
』
引
用
の
『
貌
土
地
記
』
と
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
も
動
か
な
い
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
郎
道
元
以
前
に
『
貌
土
地
記
』
が
あ
り
、
彼
と
同
時
あ
る
い
は
以
後
に
『
後
貌
興
図
風
土
記
』
と
『
大
貌
諸
州
記
』
が
成
立
し
た
と
い
う
前
後
関
係
を
想
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
宋
太
平
興
国
八
年
(
九
八
三
)
に
成
っ
た
李
防
等
奉
勅
撰
『
太
平
御
覧
』
。
こ
れ
は
周
知
的
如
〈
前
代
の
類
書
と
当
時
存
在
し
た
詩
書
籍
を
材
料
と
し
部
類
を
整
え
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
引
用
し
て
あ
る
も
の
の
か
な
り
多
〈
は
唐
及
び
そ
れ
以
前
の
類
審
か
ら
の
い
わ
ば
孫
引
き
で
あ
る
。
こ
の
点
十
分
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
『
御
覧
』
冒
頭
の
「
太
平
御
覧
経
史
図
書
網
目
」
に
は
『
後
貌
8
興
国
土
地
記
』
『
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
『
大
貌
諸
州
記
』
を
挙
げ
る
。
l
こ
れ
を
本
文
に
つ
い
て
見
る
に
、
『
大
貌
諸
州
記
』
は
巻
九
六
一
に
一
ヵ
所
、
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
は
巻
四
五
に
一
ヵ
所
、
ま
た
巻
《・2
A
8
〕
四
四
の
『
後
貌
風
土
記
』
と
巻
一
六
二
の
『
後
漢
拠
地
記
』
及
び
巻
六
四
の
『
風
土
記
』
を
加
え
て
計
四
ヵ
所
と
な
り
、
『
後
貌
興
国
土
地
記
』
は
巻
四
五
に
一
ヵ
所
あ
る
。
そ
し
て
『
貌
土
地
記
』
は
巻
七
O
に
二
ヵ
所
引
用
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
鄭
徳
坤
氏
は
こ
の
『
後
貌
興
国
土
地
記
』
を
『
貌
土
地
記
』
の
正
式
名
称
か
も
し
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
断
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
任
に
つ
い
て
附
言
す
れ
ば
、
こ
の
『
佐
官
貌
興
図
土
地
記
』
と
し
て
『
御
覧
』
に
引
用
さ
れ
た
文
は
『
初
学
記
』
巻
八
で
『
後
貌
興
園
風
土
記
』
と
し
て
引
か
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
「
土
地
記
」
と
「
風
土
記
」
の
差
違
は
あ
る
も
の
の
や
は
り
前
者
は
後
者
の
「
輿
固
」
を
字
形
の
類
似
に
よ
っ
て
誤
っ
た
も
の
と
す
べ
き
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
『
貌
土
地
記
』
は
『
大
貌
興
国
土
地
記
』
の
省
文
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
大
変
魅
力
的
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
御
覧
』
引
用
の
『
後
貌
興
国
土
地
記
』
に
つ
い
て
は
こ
れ
で
考
察
を
止
め
ざ
る
を
え
な
い
。
な
お
、
『
御
覧
』
引
用
の
書
名
を
通
覧
し
た
場
合
、
『
初
学
記
』
引
用
の
書
名
が
安
定
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
誤
記
な
ど
の
乱
れ
が
増
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
つ
け
加
え
て
お
く
。
次
に
宋
・
楽
史
の
『
太
平
安
宇
記
』
。
こ
れ
は
太
平
興
国
四
年
(
九
七
九
)
の
天
下
統
一
を
契
機
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
六
朝
・
附
唐
同
地
志
を
多
く
引
用
し
て
い
る
。
し
か
し
楽
史
は
各
地
志
向
原
本
を
必
ず
し
も
見
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
予
め
頭
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
変
字
記
』
で
は
、
『
後
貌
諸
州
記
』
が
巻
六
九
に
一
ヵ
所
(
前
述
)
、
可
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
が
巻
七
O
に
一
ヵ
所
、
巻
七
一
に
ニ
ヵ
所
、
『
後
銚
輿
地
図
記
』
が
巻
七
一
に
一
ヵ
所
、
『
後
貌
風
土
記
』
が
巻
四
O
に
一
ヵ
所
、
巻
四
四
・
巻
四
五
に
各
一
ヵ
所
あ
り
、
陸
恭
之
『
風
土
記
』
が
巻
三
六
に
二
ヵ
所
、
『
風
土
記
』
が
巻
四
五
に
一
ヵ
所
、
巻
五
八
に
二
ヵ
所
あ
り
、
ま
た
『
貌
土
地
志
』
が
巻
四
六
に
、
『
土
地
記
』
が
巻
五
一
に
、
『
貌
氏
風
土
記
』
が
巻
七
一
に
、
『
貌
地
記
』
が
巻
五
六
に
各
一
ー
刀
所
あ
る
。
こ
の
う
ち
巻
四
六
の
可
娩
土
地
士
山
』
の
前
に
は
『
水
経
注
』
も
引
か
れ
、
し
か
も
『
水
経
注
』
巻
四
河
水
設
に
つ
い
て
見
る
に
、
『
賓
宇
記
』
引
用
の
『
水
経
注
』
の
文
と
『
貌
土
地
記
』
の
文
と
が
続
い
て
お
り
、
全
体
と
し
て
『
水
経
注
』
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
『
貌
土
地
志
』
は
『
娩
土
地
記
』
と
同
じ
も
の
な
の
で
あ
る
。
ま
た
巻
七
一
の
『
貌
氏
風
土
記
』
の
文
は
、
背
(
龍
城
西
南
有
白
狼
河
、
東
北
流
附
城
東
北
下
。
郎
此
水
也
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
く
『
水
経
注
』
巻
一
回
大
迩
水
注
で
引
く
『
貌
土
地
記
』
と
同
文
で
あ
り
、
そ
の
引
用
向
後
に
脇
道
元
が
つ
け
た
「
印
是
也
」
と
い
う
按
語
を
「
卸
此
水
也
」
と
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
水
経
注
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
こ
の
文
は
『
初
学
記
』
巻
八
で
は
『
貌
氏
土
地
記
』
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
『
寝
字
記
』
の
『
説
氏
風
土
記
』
は
『
貌
(
氏
)
土
地
記
』
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
『
貌
(
氏
)
土
地
記
』
H
『
貌
氏
風
土
記
』
l
『
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
と
い
う
逆
方
向
の
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
『
土
地
記
』
『
貌
地
記
』
は
と
も
に
『
貌
土
地
記
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
『
貌
土
地
記
』
の
引
用
は
『
水
経
注
』
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
を
含
め
凹
ヵ
所
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
前
述
し
た
よ
う
に
巻
六
九
円
『
後
貌
諸
州
記
』
の
文
が
『
水
経
注
』
巻
一
四
引
『
貌
土
地
記
』
と
一
致
し
、
『
貌
土
地
記
』
H
H
『大
ω
貌
諸
州
記
』
説
的
一
般
拠
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
の
吋
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
『
水
経
注
』
に
は
第
二
節
で
引
用
し
わ
た
文
に
続
け
て
「
是
也
」
と
い
う
腕
道
元
町
按
語
が
あ
り
、
前
引
『
変
1
山
宇
記
』
に
も
「
謂
此
水
也
」
と
い
う
按
語
が
あ
り
、
こ
の
形
式
的
類
師
似
に
注
目
す
る
と
、
あ
る
い
は
『
実
字
記
』
に
あ
る
『
後
貌
諸
州
記
』
舶
の
文
は
唐
宋
の
聞
に
一
部
の
亡
失
や
混
乱
を
生
史
的
以
前
向
原
『
水
川
経
注
』
に
あ
っ
た
文
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
可
能
性
が
生
ず
る
。
阿
こ
れ
は
『
貌
土
地
記
』
1
『
大
貌
諸
州
記
』
説
に
有
利
な
考
え
方
で
け
あ
る
が
、
そ
う
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
前
述
の
如
く
『
水
制
経
注
』
で
は
一
貫
し
て
『
貌
土
地
記
』
と
し
て
引
用
し
て
お
り
、
こ
町
こ
だ
け
を
『
大
貌
諸
州
記
』
に
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
初
学
記
』
的
所
で
述
べ
た
よ
う
に
『
大
貌
諸
州
記
』
中
に
『
貌
土
地
記
』
的
文
が
引
用
さ
れ
た
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
も
し
田)119 
『
大
貌
諸
州
記
』
が
『
水
経
注
』
に
遅
れ
る
と
す
れ
ば
『
水
経
注
』
の
文
そ
の
ま
ま
が
『
大
貌
諸
州
記
』
に
引
用
さ
れ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
寝
宇
記
』
巻
六
九
円
『
官
銃
諸
州
記
』
の
存
在
は
、
『
大
貌
諸
州
記
』
と
『
貌
土
地
記
』
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
一
竺
ま
た
朱
祖
延
氏
が
主
張
す
る
『
後
銚
輿
地
図
風
土
記
』
H
M
『
後
説
興
地
図
記
』
M
H
『
後
貌
興
図
風
土
記
』
1
『
後
貌
風
エ
記
』
l
陸
恭
之
『
風
土
記
』
と
い
う
説
も
、
『
後
貌
風
土
記
』
ま
で
M
『
後
貌
拠
地
図
風
土
記
』
の
省
称
で
あ
る
と
す
る
所
ま
で
は
理
解
予
き
る
も
の
の
、
そ
れ
が
即
ち
陸
恭
之
『
風
土
記
』
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
至
っ
て
は
そ
れ
に
左
祖
す
る
に
は
い
さ
さ
か
時
略
さ
れ
る
。
そ
札
と
い
う
の
も
よ
H
字
記
』
で
は
明
白
に
「
陸
恭
之
『
風
土
記
』
し
と
し
て
お
り
、
そ
の
上
に
「
興
地
図
」
と
い
う
名
称
が
つ
い
て
い
た
と
以
簡
単
に
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
陸
恭
之
『
風
土
記
』
の
正
式
名
称
が
『
大
貌
風
土
記
』
(
の
ち
『
後
貌
風
土
記
』
と
称
さ
れ
た
)
て
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
よ
H
{子
記
』
主
ど
引
用
内
『
後
貌
風
土
記
』
と
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
と
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
延
い
て
以
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
も
『
後
貌
輿
地
図
記
』
と
『
後
貌
風
土
記
』
と
が
刷
出
向
さ
れ
て
生
じ
た
名
称
で
は
な
い
の
か
、
な
ど
の
疑
問
が
生
J
る
切
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
『
貌
土
地
記
』
と
『
大
貌
諸
州
記
』
と
は
異
な
る
こ
と
、
ま
た
こ
れ
ら
と
『
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
と
も
異
な
り
、
『
後
貌
興
地
図
風
土
記
』
は
『
水
経
注
』
と
『
大
貌
諸
州
記
』
及
ぴ
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同
時
期
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
も
遅
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
ま
た
『
後
貌
削
拠
地
図
風
土
記
』
町
名
称
に
も
問
題
が
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
よ
り
一
層
解
明
す
る
た
め
に
は
北
貌
時
代
の
地
志
の
編
纂
事
情
に
ま
で
踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
右
の
よ
う
に
『
貌
土
地
記
』
は
郎
道
元
以
前
の
書
物
で
あ
り
、
し
か
も
巻
一
三
淑
水
注
で
(
『
楊
熊
合
撰
水
経
注
疏
』
参
照
)
、
又
西
淫
成
田
昌
城
南
。
『
貌
土
地
記
』
目
、
「
代
南
二
百
皇
、
有
康
昌
t
d
v
 
城
、
南
通
大
嶺
U
郎
賓
非
也
。
『
十
三
州
記
』
目
、
「
平
針
城
東
九
十
里
、
有
民
平
城
4
疑
是
城
也
。
尋
其
名
状
、
付
理
局
非
。
と
道
元
が
記
述
す
る
よ
う
に
、
『
貌
土
地
記
』
町
文
に
対
す
る
疑
問
を
述
べ
、
山
間
脳
『
十
三
州
志
』
と
比
較
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
『
貌
土
地
記
』
は
道
元
町
『
水
経
注
』
執
筆
期
か
ら
湖
る
比
較
的
近
い
時
代
の
も
の
で
は
な
く
て
、
『
十
三
州
志
』
の
成
立
に
近
い
北
貌
初
期
の
も
の
と
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
『
貌
土
地
記
』
が
道
元
生
存
中
の
太
和
年
間
(
四
七
七
|
四
九
九
)
以
降
に
勅
撲
な
ど
の
形
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
ま
り
に
時
代
が
近
す
ぎ
、
そ
の
記
述
を
批
判
す
る
に
は
悌
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
翻
っ
て
第
一
節
で
引
用
し
た
『
貌
土
の
文
を
見
る
に
、
「
池
去
平
城
宮
千
二
百
里
」
と
あ
っ
て
平
城
地
記
』
{
邑
を
中
心
と
し
て
各
州
治
な
ど
へ
の
距
離
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
、
え
ら
れ
る
。
『
水
経
注
』
巻
一
三
鴻
水
注
に
、
湯
水
又
東
蓬
下
格
闘
脚
故
城
南
。
主
奔
之
下
忠
也
。
貌
燕
州
民
寧
鯨
成
寧
郡
治
。
『
貌
土
地
記
』
回
、
「
去
平
城
五
十
皇
。
城
南
二
百
歩
、
有
発
廟
日
と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
熊
会
貞
は
、
平
城
と
下
格
豚
故
城
と
は
数
百
里
隔
た
っ
て
お
り
、
こ
の
「
平
城
」
は
「
平
原
」
の
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
地
理
学
的
に
は
熊
氏
の
言
、
っ
と
お
り
な
の
で
あ
る
が
、
『
貌
土
地
記
』
の
文
を
通
覧
す
る
と
、
多
く
は
「
某
城
某
(
方
向
)
某
里
有
某
地
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
去
」
を
使
、
っ
例
は
な
く
、
こ
こ
は
や
は
り
平
城
宮
を
中
心
と
し
た
も
の
と
考
え
、
「
去
平
城
宮
五
百
里
」
と
あ
る
の
が
正
し
い
も
の
と
思
う
。
こ
の
平
城
宮
を
中
心
と
し
た
記
述
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
『
銚
土
地
記
』
は
、
盛
楽
か
ら
平
城
に
遷
都
し
た
天
興
元
年
(
三
九
八
)
か
ら
、
治
陽
へ
の
遷
都
が
決
せ
ら
れ
た
太
和
一
七
年
(
四
九
三
)
ま
で
の
聞
に
成
立
し
た
地
志
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
『
貌
土
地
記
』
の
侠
文
の
地
名
を
『
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
四
冊
(
一
九
八
二
年
)
の
北
貌
の
州
都
県
に
重
ね
て
み
る
と
、
恒
州
代
郡
を
最
多
と
し
て
、
ほ
ぽ
今
目
的
山
西
省
・
河
北
省
・
遼
寧
省
・
河
南
省
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
塩
池
と
盛
楽
と
い
う
今
田
町
内
蒙
、
済
州
と
い
う
今
目
的
山
束
、
及
び
薙
州
藍
固
と
い
う
今
日
の
陳
西
の
記
述
も
あ
る
。
全
体
と
し
て
賀
河
以
北
で
あ
っ
て
、
ま
た
北
部
町
大
塩
池
と
南
部
内
藍
回
を
除
き
、
山
西
・
限
西
聞
を
南
下
す
る
黄
河
以
東
で
あ
る
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
登
国
六
年
(
三
九
二
に
オ
ル
ド
ス
を
入
手
し
、
次
い
で
皇
始
元
年
(
三
九
六
)
天
輿
元
年
に
後
燕
を
併
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
領
域
に
合
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
太
延
五
年
(
四
三
九
)
甘
粛
の
北
涼
国
を
減
ぽ
す
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
華
北
統
一
頃
ま
で
に
司
貌
土
地
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
『
大
貌
興
国
土
地
記
』
が
そ
の
正
式
名
称
で
あ
っ
た
と
す
る
仮
説
の
魅
力
的
な
所
以
で
あ
る
。
し
か
し
現
段
階
で
は
『
大
貌
土
地
記
』
が
そ
の
正
式
名
称
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
す
る
凶
以
上
の
こ
と
は
言
え
な
い
。
川
さ
て
も
し
長
土
地
記
』
の
成
立
が
四
三
九
年
の
華
北
統
一
以
前
円
で
あ
っ
た
と
し
て
、
し
か
も
国
家
的
編
纂
に
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
h
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
期
的
北
貌
朝
廷
で
の
学
術
的
中
心
に
位
置
し
た
断
使
宏
・
雀
浩
父
子
、
と
り
わ
け
雀
浩
が
そ
の
編
纂
の
中
心
人
物
だ
っ
紅
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
『
霊
園
』
巻
三
五
差
出
伝
な
ど
引
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
経
史
の
学
に
優
れ
、
『
急
就
章
』
孝
準
用
よ
師
垣
間
』
『
詩
』
『
尚
書
』
司
春
秋
』
『
礼
記
』
『
周
易
』
に
注
を
つ
け
、
け
司
暦
術
』
『
漢
紀
音
義
』
『
食
経
序
』
な
ど
を
著
わ
し
、
神
癖
二
年
齢
(
四
二
九
)
以
降
は
、
未
完
成
町
都
淵
『
国
記
』
を
引
き
継
い
だ
『
園
町
書
』
編
纂
の
中
心
に
位
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
北
貌
史
の
編
纂
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
北
貌
の
領
域
に
つ
い
て
の
地
理
蓄
の
編
纂
を
も
促
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
筈
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
『
図
書
』
が
『
国
記
』
回)121 
の
編
年
体
的
体
例
を
襲
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
紀
伝
依
の
「
地
理
志
」
の
形
で
は
な
く
単
独
の
地
理
香
へ
と
向
う
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
作
成
さ
れ
た
の
が
『
大
貌
土
地
記
』
な
の
で
は
あ
る
止
い
か
。
一
方
向
じ
頃
、
甘
粛
の
北
涼
で
は
、
敦
憶
を
中
心
に
し
て
か
な
り
学
閉
め
活
況
が
見
ら
れ
、
経
学
、
つ
い
で
史
学
が
盛
ん
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
四
三
七
年
に
南
朝
の
宋
に
も
送
ら
れ
た
L
、
と
り
わ
け
四
三
九
年
北
貌
に
減
ぽ
さ
れ
て
か
ら
は
、
こ
の
旧
北
涼
系
学
者
が
北
貌
の
学
術
界
で
大
き
な
地
位
を
占
的
、
胡
三
省
を
し
て
「
貌
之
儒
風
、
及
平
涼
州
之
後
、
始
振
」
と
言
わ
し
め
た
(
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
一
一
、
晋
安
帝
隆
安
三
年
三
月
、
注
)
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
旧
北
涼
の
学
者
を
集
的
た
列
伝
が
『
貌
書
』
巻
五
二
で
あ
り
、
「
諸
了
三
千
余
巻
を
刊
定
し
」
、
『
水
経
注
』
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
戸
f
三
州
志
』
を
著
わ
し
た
閥
姻
も
そ
こ
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
北
貌
に
帰
属
し
た
後
は
悶
姻
は
不
遇
に
終
っ
た
が
、
こ
の
閥
姻
の
地
理
学
主
始
め
と
す
る
旧
北
涼
の
地
理
学
的
蓄
積
が
流
入
し
た
四
三
九
年
以
降
は
、
も
し
北
貌
の
地
理
書
が
編
纂
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
学
的
蓄
積
と
華
北
統
一
と
い
う
政
治
状
勢
に
よ
り
、
統
一
に
ふ
さ
わ
し
く
華
北
全
域
を
対
象
と
し
、
か
っ
一
段
と
整
備
さ
れ
た
地
理
書
と
な
っ
ι筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
脇
道
元
は
河
西
地
区
の
記
述
に
多
く
『
十
二
州
志
』
を
引
用
し
て
お
り
、
関
姻
の
成
果
も
と
り
こ
ん
だ
北
貌
の
地
理
香
は
や
は
り
こ
の
時
点
で
は
編
纂
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
う
。
こ
の
点
も
そ
の
記
述
範
囲
に
偏
り
の
あ
る
『
貌
土
地
記
』
の
成
書
午
代
を
四
三
九
122 
年
同
華
北
統
一
以
前
と
考
え
る
一
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
統
一
以
後
は
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
地
理
番
町
編
纂
が
企
図
さ
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
太
平
真
君
一
一
年
(
四
五
O
)
六
月
の
『
図
書
』
事
件
に
よ
る
雀
治
の
死
、
漢
人
官
僚
の
後
退
、
そ
し
て
民
族
的
反
動
化
的
結
果
、
そ
の
実
現
を
見
な
い
ま
ま
に
終
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
孝
文
帝
の
太
和
一
七
年
(
四
九
三
)
の
格
陽
選
都
に
至
る
が
、
こ
れ
は
浴
陽
を
中
心
と
す
る
北
貌
の
地
理
書
編
纂
の
重
要
な
契
機
に
な
っ
た
筈
で
あ
る
が
、
こ
の
古
川
に
関
し
て
は
全
く
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、
北
貌
の
国
史
編
纂
は
、
前
述
内
部
淵
『
国
記
』
、
長
治
・
高
允
『
図
書
』
以
後
は
、
李
彪
に
よ
る
紀
伝
体
に
よ
る
編
纂
へ
の
転
換
、
そ
し
て
そ
れ
を
承
け
た
崖
鴻
等
の
編
纂
努
力
と
続
い
た
「
こ
の
李
彪
に
よ
る
紀
伝
体
へ
の
転
換
は
当
然
、
志
の
一
つ
と
し
て
の
「
地
理
志
」
作
成
に
向
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
提
案
は
洛
陽
避
都
町
前
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
逃
都
以
後
は
彪
を
中
心
と
し
て
「
地
理
志
」
作
成
の
材
料
が
集
め
ら
れ
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ま
と
め
ら
れ
て
一
応
の
完
成
を
見
る
所
ま
で
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
北
貌
末
に
爾
朱
兆
が
入
洛
し
た
際
(
五
三
O
)
、
国
史
典
番
町
高
法
顕
が
史
書
を
埋
め
て
隠
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
鹿
代
編
纂
の
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
た
北
説
的
国
史
の
浬
減
が
免
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
貌
収
が
地
形
志
の
編
纂
に
当
た
っ
て
全
く
の
資
料
不
足
を
慨
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
寸
地
理
志
」
は
資
料
は
あ
っ
て
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
危
急
の
際
に
高
法
顕
は
埋
め
る
べ
き
も
の
に
加
、
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
束
貌
初
年
、
貌
収
の
手
に
北
貌
時
代
的
依
拠
す
る
に
足
る
州
郡
県
を
記
載
し
た
官
簿
・
地
理
書
が
主
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
確
か
に
附
唐
代
に
は
存
在
し
た
、
北
貌
全
滅
的
州
郡
に
つ
い
て
記
述
し
た
筈
で
あ
る
『
大
貌
諸
州
記
』
も
彼
の
目
に
触
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
可
能
性
を
増
す
も
の
で
あ
る
。
『
大
貌
諸
州
記
』
の
侠
文
の
地
名
は
、
『
太
平
御
覧
』
巻
五
七
こ
の
も
の
も
含
め
る
と
、
幽
州
・
{
疋
州
・
司
州
・
務
州
・
盆
州
と
な
り
、
ほ
ぽ
華
北
全
域
に
わ
た
り
、
し
か
も
局
内
地
が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
紬
叫
が
局
を
手
に
入
れ
た
の
は
五
五
三
年
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
、
北
周
が
始
ま
る
五
五
七
年
以
前
に
、
東
貌
に
対
し
て
西
貌
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
の
地
理
替
と
し
て
『
大
貌
諸
州
記
』
が
編
纂
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
い
か
に
北
半
を
有
す
る
だ
け
で
あ
る
と
い
っ
て
も
理
念
的
に
は
全
中
圏
内
皇
帝
で
あ
る
以
上
そ
の
地
志
も
南
朝
の
領
域
に
及
ぶ
こ
と
は
あ
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
記
載
さ
れ
た
地
域
と
現
実
の
領
域
と
を
単
純
に
一
致
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
逆
に
貌
収
の
『
貌
書
』
と
ほ
ぼ
同
時
に
作
ら
れ
た
束
貌
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
右
の
如
く
『
大
貌
諸
州
記
』
は
貌
収
以
前
に
は
存
在
し
介
。
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
や
は
り
残
る
の
で
あ
る
。
き
て
森
鹿
三
氏
の
「
榔
道
元
略
伝
」
に
よ
る
と
、
道
一
元
は
皐
興
三
年
(
四
六
九
)
こ
ろ
に
生
ま
れ
、
太
和
年
間
に
尚
書
郎
と
な
り
、
延
昌
四
年
(
五
一
五
)
に
束
荊
州
刺
史
を
免
ぜ
ら
れ
て
以
後
の
十
年
ほ
ど
は
官
に
つ
か
ず
地
理
学
に
潜
心
し
、
正
光
五
年
(
五
二
四
)
河
南
予
と
な
り
、
周
年
沃
野
鋲
な
ど
を
州
に
改
め
古
の
城
邑
名
に
比
定
せ
し
め
る
た
め
に
大
都
督
李
崇
と
と
も
に
派
遣
さ
れ
た
が
反
乱
の
た
め
呆
さ
な
い
で
帰
越
し
、
そ
の
後
孝
昌
三
年
(
五
二
七
)
関
右
大
使
と
な
り
任
に
赴
く
途
次
殺
さ
れ
た
。
森
氏
は
右
論
文
で
『
水
経
注
』
の
執
筆
を
束
荊
州
刺
史
罷
免
後
の
約
十
年
間
と
し
、
正
光
五
年
の
北
方
副
へ
の
任
務
も
、
「
す
で
に
当
時
、
彼
が
地
理
家
と
し
て
肉
声
望
を
負
う
山
て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
し
た
。
『
貌
書
』
を
通
覧
す
る
と
、
(
先
の
北
涼
国
同
様
、
経
史
的
学
が
北
貌
を
通
じ
て
践
ん
で
あ
っ
た
こ
川
と
が
わ
か
り
、
そ
の
史
学
の
成
呆
の
一
つ
が
崖
鴻
の
『
十
六
国
春
秋
』
円
で
あ
り
、
そ
し
て
地
理
学
で
は
『
水
経
注
』
と
と
も
に
朱
祖
延
氏
の
b
指
摘
す
る
陸
恭
之
『
風
土
記
』
と
李
義
徽
『
奥
地
図
』
を
挙
げ
う
る
。
三
ロ地
陸
恭
之
内
伝
は
『
貌
番
』
巻
四
O
陸
侠
伝
に
附
級
さ
れ
、
東
貌
天
平
紅
四
年
(
五
三
七
)
死
亡
し
、
そ
の
著
作
は
「
文
章
詩
賦
凡
千
余
筋
」
の
で
あ
り
、
『
風
土
記
』
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
も
の
の
や
は
り
彼
は
閉
そ
れ
を
著
作
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
『
太
平
復
字
記
』
巻
三
六
引
『
風
g
 
」
土
記
』
に
は
正
始
三
年
(
五
O
六
)
の
年
号
が
見
え
、
『
風
土
記
』
の
組
成
立
は
こ
れ
以
降
で
あ
る
。
一
方
空
審
川
町
伝
は
『
北
史
』
巻
二
七
日
川
李
先
伝
に
附
載
さ
れ
、
太
和
年
間
に
清
河
王
惇
の
記
室
参
軍
と
な
リ
、
3
霊
太
后
が
臨
朝
し
た
延
昌
四
年
(
五
一
五
)
以
降
、
義
徽
は
清
河
主
q
L
 
ー
偉
か
ら
離
さ
れ
、
惇
が
殺
さ
れ
る
や
(
五
二
O
年
)
棄
官
隠
世
し
て
こ
の
問
、
惇
の
た
め
に
『
興
地
図
』
を
撰
し
た
と
い
う
。
こ
の
『
輿
地
図
』
の
作
成
は
ほ
ぼ
五
0
0
年
代
か
ら
五
一
0
年
代
前
半
で
あ
ろ
う
。
奇
し
く
も
『
水
経
注
』
編
纂
の
直
前
あ
る
い
は
そ
れ
に
平
行
し
て
こ
の
よ
う
な
地
理
書
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
『
風
土
記
』
と
『
輿
地
図
』
町
正
式
名
称
は
『
大
貌
風
土
記
』
と
『
大
貌
輿
地
図
』
で
あ
り
、
『
輿
地
図
』
の
方
が
単
に
地
図
だ
け
で
な
く
記
も
あ
っ
た
と
す
る
と
そ
の
名
称
は
『
大
貌
興
地
図
記
』
で
あ
っ
た
と
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
二
書
は
唐
初
に
は
既
に
散
逸
し
て
し
ま
い
、
他
書
、
恐
ら
く
は
『
大
貌
諸
州
記
』
そ
の
他
に
引
用
さ
れ
る
形
で
し
か
残
ら
な
か
っ
た
。
第
三
節
末
尾
で
述
べ
た
『
後
貌
輿
地
図
風
土
記
』
な
る
名
称
は
こ
の
二
書
を
滋
一
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
は
全
く
の
根
拠
な
し
と
し
な
い
の
で
あ
る
。
お
り
五
以
上
述
べ
た
如
く
、
『
水
経
注
』
に
引
用
さ
れ
た
『
貌
土
地
記
』
は
四
三
九
年
同
華
北
統
一
以
前
に
盗
浩
を
中
心
に
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
大
貌
土
地
記
』
で
あ
り
、
こ
れ
と
『
大
貌
諸
州
記
』
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
え
た
も
の
と
思
う
。
も
と
よ
り
推
測
に
頼
る
こ
と
が
多
か
勺
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
一
つ
め
仮
説
的
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
私
と
し
て
は
か
な
り
確
度
の
高
い
仮
説
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
た
と
え
ば
宮
崎
市
定
氏
の
指
摘
す
る
『
水
経
注
』
執
筆
の
際
郎
道
元
が
地
124 
【
初
》
図
を
参
考
に
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
道
元
が
明
言
し
な
い
も
の
の
あ
る
い
は
李
義
徽
の
『
輿
地
図
』
が
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
付
け
加
、
え
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
酬
脚
学
の
膨
大
な
蓄
積
の
上
に
微
々
た
る
も
の
で
は
あ
る
が
一
小
石
を
積
む
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
ひ
そ
か
に
恐
考
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
間
題
に
取
組
む
契
機
に
な
っ
た
漢
代
の
金
述
塩
沢
・
青
塩
沢
の
塩
官
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
小
論
を
終
、
え
た
い
。
第
一
節
引
用
の
『
元
和
郡
県
図
士
山
』
夏
州
長
沢
県
の
条
町
「
五
百
皇
」
を
『
太
平
安
字
記
』
巻
三
九
関
西
道
宥
州
の
条
で
は
「
五
十
呈
」
と
し
て
お
り
、
消
・
張
駒
賢
『
元
和
郡
県
図
志
孜
詮
』
は
そ
れ
を
是
と
す
る
。
し
か
し
清
・
斉
召
南
『
水
道
提
綱
』
巻
五
賞
河
で
オ
ル
ド
ス
中
最
大
の
産
塩
地
で
あ
る
略
馴
奔
尼
を
古
の
金
連
塩
沢
・
青
塩
沢
、
唐
の
胡
洛
塩
池
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
胡
治
塩
池
内
地
望
は
長
沢
県
の
北
「
五
百
里
」
で
よ
い
。
こ
の
地
に
渓
代
塩
官
が
あ
っ
た
こ
と
が
『
元
和
郡
県
図
志
』
に
示
さ
れ
、
そ
れ
は
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
『
水
経
注
』
引
用
の
『
貌
土
地
記
』
に
基
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
『
貌
土
地
記
』
は
何
ら
か
の
根
拠
に
基
づ
い
て
記
述
し
た
筈
で
あ
る
。
「
典
塩
{
目
」
と
い
う
官
名
は
漢
の
官
名
と
い
う
よ
り
は
曹
貌
の
官
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
あ
る
い
は
後
漢
末
年
曹
操
が
こ
の
地
に
塩
官
を
置
い
た
こ
と
を
伝
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
が
後
淡
、
更
に
は
前
漢
に
測
る
か
否
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
も
し
後
漢
に
置
か
れ
た
と
す
る
主
ら
、
南
旬
奴
が
降
り
、
美
稜
県
に
南
単
子
庭
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
後
演
が
塩
を
確
保
し
旬
奴
の
自
由
に
ま
か
せ
な
い
た
め
に
置
い
た
と
い
う
推
測
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
く
ら
い
で
あ
る
。
む
し
ろ
宮
崎
市
定
氏
が
「
河
套
地
方
は
地
質
に
塩
分
が
多
く
、
河
や
湖
水
の
水
が
蒸
発
す
る
と
、
す
ぐ
後
へ
塩
が
た
ま
っ
て
採
取
に
ら
く
で
あ
り
、
且
つ
良
質
で
あ
る
日
と
述
べ
叫
】
よ
う
に
、
少
量
で
あ
れ
ば
至
る
所
で
採
取
が
可
能
で
あ
っ
た
オ
ル
ド
ス
で
は
塩
の
統
制
が
難
し
い
の
で
塩
官
が
置
か
れ
ず
、
そ
れ
故
班
固
も
大
塩
池
町
存
在
だ
け
を
指
摘
し
た
も
の
と
す
る
方
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
決
定
的
な
も
の
は
何
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
前
泌
代
に
は
こ
の
地
に
塩
官
が
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
現
在
は
砂
漠
化
し
て
い
る
オ
ル
ド
ス
西
部
も
奈
泌
代
は
森
林
で
被
わ
れ
て
い
た
が
、
唐
宋
期
に
は
全
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
少
な
く
と
も
後
漢
末
年
に
は
典
塩
官
内
性
伺
V
が
置
か
れ
た
し
、
唐
代
で
は
胡
裕
池
で
毎
年
一
万
四
千
桝
の
塩
を
生
【お】
産
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
然
乾
燥
で
は
な
く
煮
つ
め
て
塩
を
作
っ
た
際
そ
の
燃
料
と
し
て
大
量
に
樹
木
が
伐
採
さ
れ
、
森
林
滅
失
の
一
因
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
人
間
的
手
に
よ
る
自
然
破
壊
の
一
例
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
註
(
1
)
森
『
東
洋
学
研
究
初
出
。
(
Z
)
鄭
『
水
経
注
引
書
考
』
(
一
九
七
四
年
、
歴
史
地
理
問
』
一
九
七
O
年
所
収
、
九
年
一
一
五
頁
)
。
回)
(
3
)
森
前
掲
書
所
収
、
一
九
四
一
年
初
出
。
(
4
)
王
国
維
校
『
水
経
注
校
』
(
一
九
八
四
年
)
で
は
『
貌
氏
土
地
記
』
と
す
る
個
所
が
か
な
り
あ
る
が
、
戴
箆
校
『
水
経
注
』
で
は
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
『
貌
土
地
記
』
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
(
5
)
朱
氏
に
よ
る
供
文
の
輯
集
は
か
な
り
広
く
、
利
用
に
は
便
利
で
あ
る
が
、
『
大
挑
諸
州
記
』
の
侠
文
と
し
て
挙
げ
る
『
太
平
賓
宇
記
』
巻
一
四
一
一
円
『
後
貌
州
地
図
記
』
な
る
も
の
は
『
官
宇
記
』
に
つ
い
て
み
る
に
『
周
地
図
記
』
で
あ
り
、
同
巷
四
六
町
司
説
風
土
記
』
と
す
る
も
の
は
『
銚
土
地
志
』
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
本
文
で
述
べ
る
よ
ヲ
に
『
水
経
注
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
L
、
ま
た
『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
一
九
引
『
風
土
記
』
と
す
る
の
は
春
一
五
で
あ
る
ロ
こ
の
よ
う
に
若
干
の
誤
り
も
見
ら
れ
る
の
で
そ
の
利
用
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
(
6
)
こ
れ
ら
の
書
物
町
供
文
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
『
抽
出
唐
地
理
書
砂
』
及
び
朱
氏
の
『
北
組
供
4
1
h
考
』
に
ほ
ぼ
網
脱
相
さ
れ
て
い
る
の
で
一
々
挙
げ
な
い
。
(
7
)
『
漢
唐
地
理
計
百
紗
』
で
は
『
御
覧
』
巻
五
七
二
に
『
貌
太
山
梨
州
記
』
と
し
て
引
〈
も
の
も
『
大
銚
諸
州
記
』
の
侠
文
と
し
て
い
る
。
(
8
)
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
文
が
『
太
平
筑
字
記
』
巻
七
一
に
『
後
強
輿
地
図
記
』
と
し
て
引
か
れ
る
.
(
9
)
『
説
土
地
記
』
の
文
は
『
水
位
注
』
巻
一
三
棟
水
引
の
も
の
と
ほ
ぼ
周
じ
で
、
『
御
覧
』
巻
九
O
O
で
は
こ
の
『
説
土
地
記
』
を
含
む
『
水
経
住
』
の
文
を
引
い
て
い
る
。
ま
た
『
御
覧
』
巻
七
O
に
は
『
貌
記
』
と
し
て
引
用
し
て
い
る
一
文
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
水
経
注
』
巷
一
三
減
水
引
『
貌
土
地
記
』
の
文
(
『
路
史
』
後
紀
巻
五
引
『
貌
土
地
記
』
も
同
じ
)
と
同
文
で
あ
る
か
ら
‘
『
説
記
』
は
『
娩
土
地
記
』
の
誤
り
て
あ
る
。
(
叩
)
前
掲
『
洛
陽
伽
藍
記
・
水
経
注
(
抄
)
』
町
森
鹿
三
氏
の
解
説
参
照
。
(
日
)
以
上
町
『
初
学
記
』
司
太
平
御
覧
』
『
太
平
寝
字
記
』
町
他
に
も
、
『
元
和
郡
県
図
志
』
『
路
史
』
『
長
安
志
』
な
ど
に
も
引
用
が
あ
り
、
特
に
宋
の
羅
'7k経注』引用の「主主土地記』について(山125 
泌
若
維
事
註
『
路
史
』
の
引
用
数
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
『
路
史
』
引
用
の
も
の
の
多
く
は
『
賢
字
記
』
引
用
内
も
の
と
重
な
る
し
、
こ
れ
ら
の
書
籍
で
は
『
初
学
記
』
等
三
替
の
よ
う
に
引
用
計
百
名
を
確
定
し
て
ゆ
〈
た
め
の
手
掛
り
が
得
ら
れ
な
い
の
で
こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
。
(
ロ
)
北
説
的
州
郡
県
を
記
す
『
秘
書
』
地
形
志
は
、
貌
収
自
ら
そ
の
序
で
述
べ
る
よ
う
に
資
料
が
散
供
し
て
い
る
と
い
う
困
難
な
状
況
の
下
で
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
利
用
に
は
森
庇
三
・
内
四
時
風
・
勝
村
哲
也
編
「
親
書
地
形
志
州
郡
県
名
索
引
し
(
『
鷹
陵
史
学
』
一
号
.
一
九
七
五
年
)
を
、
特
に
そ
の
附
論
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。
(
日
)
施
光
明
叶
十
六
回
敦
焼
学
者
考
述
」
(
『
西
北
師
院
学
報
』
(
社
会
科
学
版
)
一
九
八
七
年
三
期
)
参
照
。
(
H
)
『
説
者
』
巷
八
一
山
体
伝
参
照
.
(
日
)
『
説
者
』
巻
六
二
平
彪
伝
。
(
日
)
『
説
書
』
巻
八
一
山
伸
伝
。
(η)
『
説
書
』
巷
一
O
六
上
地
形
志
上
、
序
。
(
凶
)
註
(
7
)
参
照
。
(
凶
)
『
附
帯
』
経
籍
志
に
見
え
る
『
町
地
図
記
』
『
陥
区
宇
図
志
』
な
ど
に
引
用
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
方
が
多
〈
利
用
さ
れ
た
た
め
二
番
町
浬
減
が
早
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
北
説
末
年
ま
で
存
在
し
た
『
貌
土
地
記
』
の
混
減
に
も
戦
乱
に
よ
る
滅
失
の
み
な
ら
ず
同
緑
町
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
初
)
宮
崎
「
水
経
注
ニ
庖
」
{
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
、
一
九
五
七
年
所
収
。
一
九
三
四
年
初
出
)
。
(
幻
)
宮
崎
「
西
互
の
興
起
と
背
白
塩
問
周
」
(
右
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
、
所
収
。
一
九
三
四
年
初
出
)
。
(
辺
)
史
念
海
「
歴
史
時
期
賀
河
中
瀞
的
森
林
」
(
『
前
山
県
』
二
集
、
一
九
八
一
年
所
収
)
。
(
幻
)
『
新
出
明
書
』
巻
五
四
食
品
H
志
四
。
